
１人ひとりが避難の手順を決めるプロジェクト 事例集 

【市町村名、地区名】大野町牛洞地区 

【名称】牛洞地区土砂災害防災訓練 

【日時】令和元年１２月１５日（日） ８：００～１０：００（２時間） 

【場所】牛洞地区センター 

【対象者】牛洞地区の住民 【人数】６４名 

【取組みのきっかけ】 

 町の北部山沿いには、土石流危険渓流及び急傾斜地崩壊危険

箇所が点在しており、特に牛洞地区は土石流危険区域が集中し

ている区域である。地区の一次避難場所である集会所も土砂災

害警戒区域に立地しており、「どこに避難すれば良いか」住民の

方が避難のための安全な場所が分かりにくいという実態があっ

た。 

 住民が集まる機会を作るため、地区の土砂災害防災訓練での

勉強会として機会を作成した。 

  

【実施までの運び】 

○主催者 

 牛洞地区自治会 

○活用した機会 

 地区の土砂災害避難訓練の際に、避難所となる公民館に避難してきた住民を対象に取組みを実

施した。 

○周知・案内 

 ①事前に地区役員会で説明（2回） 

➁該当の地域にお住いの方へ、町から開催に係る案内文書を全戸配布して参加を呼び掛けた。 

（1か月前） 

○事前準備 

 会場準備：説明用パワーポイント、ボールペン（人数分）、大野町ハザードマップ（Ａ０版） 

配布資料：次第、大野町ハザードマップ、 

災害・避難カード（Ａ３版）、 

※災害・避難カードは県様式をもとに大野町にてアレンジして作成。 

○当日のスタッフ 

 ７名（町職員５名、県防災課２名） 

○その他 

 ワークショップ開始前に、風水害を想定した避難訓練を実施し、会場に参集。 

 



【カードの様式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施内容】 

 避難訓練（１５分） 

大野町総務課、区長あいさつ（５分） 

防災の講話（講師：大野町総務課）（１０分） 

災害・避難カードを作成するワークショップ（講師：岐阜県防災課）（９０分） 



【取組みの状況】 

 

○避難訓練の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○防災の講話（講師：大野町総務課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○災害・避難カードを作成するワークショップ（講師：岐阜県防災課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

○完成した災害・避難カード 

 

 

 

【今後の展開】 

今回は土砂災害が特に懸念される地区にて行った。このノウハウを基に、次回は特に内水氾濫の恐

れがある地区での実施を計画。 


